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　比抵毒寒がラ毅舞…曽である葦憲／麟がメ癒馨篶に露1戴u｝ぐいるような麟簿繁1澱域で露1畿歓珪1ヒ抵抗を決建ン御偽た
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地質調．豊i欝遡　報　（講羅巻　 第1三　擢）
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対する剛、彦汐）／鐸すべ奪比抵抗鱗勘決定噴叫ることができる、第欝図にV薫講網ぴ）…義1箋勺解釈に

ξ蕪づいた比象鍍／党分・布1灘ぐ．、幾丸）の作｝幾の1爽・／列が紹介されてい1る“　この1分布図寿ら充分な精蔓、篶で
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　　　　　　　　　　　　詳鶉夢ンン藍認κ糞華炉鷺警彰継謬鰭！麦繍帆翼 一　　　　　　　　　　　　（墨｛）隻）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷺鵜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≦罵箋
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　こヂ）．歎うな拶乞汐蘇総浸菱1で曇汰，　戸乞1汰ρ、，、に舞釜しく箏　したカ＆玲て夢　V盤、S灘藩泉を舞翠彩ミ博嚇るに当蓼ヲ

異方性轄よる鷹i澱費渠壌翌）籍孝三湿を必要着ごしな』い、，

　　　　　　　　　　　　　　　　馨講嚢贋鱒灘曲線の解釈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登≧墾戴1麟誤の熱峯零蔑

　翼璽3煽V聡繭線を解釈する場合，欝灘噛線の解釈法のところで説明した方法で，解釈曲

線に類似した形》決の懸線を「葺欝図葉の一つから選盛、ノで，　凸と編とを謙兇する．第蓋層グ）比

擬鷺寛と1蒙二さと毅観蔀講鐸慧の71鑓寧由ξ繊翌、鉦綴麟強謹麟塾とめ議角峯謬鷺離1繕亀の華鍵毒由と擢離羅1を一嬢」る、言諏グ）擬」鞍ト妓酵鷲1

勢敏華llお汽器！窯！鎮二に鰹警し、馬・・（鋳落孟7剖灘）む

　下層の比抵診窪〔騰，薦グ）彼が既錦1ならば，径．数趨お欄類び、磁とが決定され，き層曲線集の中

毒箋らまチ，え1払愛t、ノ敏餐詮甕女μ慧夢μ3に対’摩嚇擦1譲霧濃i痔擁爵欝審藩L恐。　鑑（ノ）、款うな1玄i葉力藁響慕鱗慕さ才Lノとな鍵）尋ま幅貯

の上に解釈麟影胡謹紙をのせ，図葉と綴紙の坐標1鞭を平行紅爆ちながら移動きせ，解釈懸線1紅

　　　　　　　　　一ゾ）馨が一藻野／P琳るようにする（第欝難図）、この曲線の穐を知るならば，第驚

　　　　　ノ蔓瓢蹴凝慧ゐ江率

なる翼癒1翻ら馨鱗1蕪さ塁移燃く、

ま1総，鱗琴警撰響馨疑建讐震甲ぴグ凝響欝、鷺1識

　　　　　説毒誰轟ゴ率ゐ糞鑑蹴ノ言≦（翌・牽残）

、となる．

　・藤・態碁澄）ら景讃婁灘聡ノデ雛三によ・葛護翼鐘姦を舞1菊鷲して

　　　　　ゐ嚢ごン・ぴ孟痩繊／鞭！λき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（窪（）鷺）

　　　　　　ノ依でγ、ム鳶羅魁1護ズ申ノ鐙擁輩識（1！λ三牽擁／議葛）緩　　　　　　　　　　　　　　　　（蔓（）3）

をζ’終ず灘．）免へ

　亀只．．’，径数，擁に対する図葉が撫線集に1、斐ないけれども，曲線が等撫の原理の適用を受け得

るほど齢賑の狭い極小部を聯しているならば，近似憶属に対する図葉上に解釈曲線を重ねて

寵議婆敦翠濤なる曲麟誓瓠一儀敦づ噛愚なら／演欝　属力毫汐妻定繕津し，

　　霧墨憲匿鎗隷鹿｝i簸亙x淺x，x寧x董慧そグ．〉藏鋸こ二1羅ダレ漆忌むて▽・る鷺i灘慰こ灘≧審浄もている講／l趨繋撫楽懸露・

熱1襲業詫煽することもでき難ゆ　ノ強は角華穆ミv鷺懲滋i懸1匙と騨ii嚢のノ輪峯嶽蜜襲と騨）捧蛇、薫の雛菱垂綾／饗善く鱗醗蹴｝幾繕憲

　（芝）横軸の、飛鷹で示審勲、た）に鱗）い』

韓蔓一（馨藝慕）



石油・ガス鉱床の竃鎌探査（その嚢〉　（大野博教訳）

　　　　　　　　　　鰯避魏

か1菊驚層の厚さの真値が、算1鵡慈れる．

　　　麟

（婆騒〉

　　　　　　　　　　　　　　鰍糊簿騨灘雛欝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難

　　　　　　　　　　　　　　　　織驚，　

齢灘灘／、　　　　　　　　　　　　　　　　一嚇購桑一糊懸鱗

　　　　　1　総≧撚

欝譲、鎌灘

慧饗欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　糠鱗　　　　　　　　　　　　　　　　　，難

綴灘1鰍
　　　　　　　　　　　　　　　　　l　l　　鰯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顯萎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　華

醗難灘、耀灘綾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘欝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　綴　　　　　　麟麟懸

　　　　　　　　　　　　　　　　　鷺灘v聡8懸線　騨駿競i／

　例　 ．霧貸暮図に示されたv鷺呂曲線賦）解灘藤　ただ嘉撃　中闇腰の比抵密強浮融瓢霧露驚夢　馬騰b

愚繍呈．1，　　厩　と島と轟決驚難解鞍曲線婁と騒粟蓄丁翼3曝§内の麟線慧　〔三〆灘　　し　　嚢〕とは一

敷する。麟葉の原、薫（点σ）の位置か）／転瓢馨鞍晦　欝三灘鶴○鳶猟とが決定憲れる．

　犠数、晦隙割鶴○繍工絡○糠愚婁羅1妻髪1線露聡はないが爵解釈曲線は織狭レ極小部を持ウ℃い膿

ので寒　擁の算出のため観儀鱗）式が利用され嶺．

　　　　　　　　　　　娠一一畿一鵠鋳無灘ぞ鑑㍗転飾

　i懸舞語鷺麟縷憲婁叢表1鱗溜難疲は

　　　　　　　　　　　κ警躍飯・唾論窯｛，蟹，，認〇＋転．鯨熈．伽

　　　　　　　　　　　　　　馬

であ器．

　融が未紬であるか，3層曲線集韓与えられた径数、悔に対す愚図葉が存在しない揚合には補

助図葉，鷺の助けによ婁解釈が実施される（付録XV夏至）．

すでに，§灘に説明したように，蘇穀V雛曲線の1有の部分《夢形状は篤U，．廼厚毒が

　　　　　　　　　　魁，誤瀦橿十妬

であ餐，比抵抗が

　　　　　　　　　　　　　／十編　　／十穐
　　　　　　　　　　級・鍔姦乱二i『蚕㍉粥、疲級　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　澄工　鳶譲　　　　　歪慧驚

で，第驚爆の厚さが無限大，その比抵抗が

　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　醗罵愚

であるような仮想、的構造の黛層曲線の形状に等しい．

　こうして，解釈曲線用紙上に梅襯桜，象，慨灘級，濾る坐標点κ（対数尺によ燈）を発、胤し，

それと黛，麟図葉罫買黛穫　（鶴＞級）の原点とを一一一・敏泰せて，解釈曲線右枝が径数属の図葉曲

線韓重なるようになれば，第黛層の厚懸妬と笛3，腰証での深度萬ならびに騰の致篶抵抗癒決

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸一（馨鈴＞



　　　　　　　　　　　　　灘三灘蓼糞煽縫釜拶量、懲　準蕪　（幾蓼1裏叢．懸　 寒轟篁豊　・号）

定する闘題は解決憲彦P集た．とい動よう。すなわち，

　　　　　　　　　　　　盛毒＝漏裁3謡

　　　　　　　　　　　　ノ鞭・器ノ議彦…ノ哉＝ソ有，蒙 丁ゐ茎

　　　　　　　　　　　　丼鰻隠罪ρ主，2／穏

　、薫盛ノ潤）｛甑1澱グ）1幾叉麹をで峯，易に壌醜鳥プと撹〉多雑窪蹴鍾灘鐸嚢1ノ寿叢牽彗／自翼さ薯もる。　こ津Lに畷）㌧・て／隷，づ峨で・1鷹

説1恥たように㍊の1蓑礫には鰭藤t・，華（〕醸・の場合騨蹴関係

　　　　　　　　　　　　繰淵レ独灘．魚軸露）
　　　　　　　　　　　　　幽　　　　穐　　　　　　　　　　　　　　　　三十・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／勉

を決定する鷺つの曲線群が記入されている。あと講曲線騨は縦諺芝1蓄1から夏＋鞭に等しい蓑1妻璃｛嚢でこ

の肇紬轍璽乳学学袴ひ寿層自亙ソ敏1蕊摩鎌讃単を慧難1つ☆野。

　もし1礪礫朔胤翼羅解郷嫌1魏1墾㎜靴の、轍》儲の坐繋釦・腹鍬縞，島輝〆であ葛）と

一轟敦さ一せ・図葉と解釈曲線グ）坐標を平行にして・慧斑郵の比、磁ノ魚濃餓に対する〆触織（窺》瓢び）

講1藩装を熟導灘灘導軽ら峯1自擁妖に牽塾づ醜なら1讃，　難翠膨鳶鑓織濃垂綾携焦系による｛反懸縫勺擦響ぴ）溝戴さ、転蚤t蔓財甕とダ）1絹

の闘係糞謬ξ定する

　　　　　　　　　　　　ρゑ多謡凝／（ノ触，窩）鷲．〆（ノ鞍十ゐ露）

な馨懲葺系式1を瀞欝鑑する坐霧蕩、蘇グ）幾侮学1絶鶏歌1総を決定するもので漉）る。

　厚型鍵1線の1肇控支はA暮の1糊隔紛ヅ噸きいところでは，厚さ縁，藷儲編・十編，鋤濾銭抗凸，豊なる第星

層と厚さが無限大で比撫抗、賑なる第黛層とか貯㌶ζる仮想的構造の購i…繍縫泉に漸近するので，

解釈曲線の右枝は鮮翻図葉r貰無頁縄＜、碗の径数、擁灘、好、級，が労．）曲線に一致するようになる・

プ敏オご蓋一弓　謎を（ノ）曇腸養豪季　こ4）覆i馨竃グ）1票、轍1・議1璽i奪漿熟『（7）〆転撚《沿捻sLなる義撫糸泉」藁こ藩＄力篠綴／ごならな㌢・嘗

こうUてジその原、猟の坐標詫謙ノ～ズ1一編撫．y灘慈，葉セは求めるべき第3繕の深慶鐸諺謎亀ふ編

・慧／l嬢鋪加避／ぎ翻霊，9の値とを決定する。

　こ恢ダて，洗＞、軽く解場合の3麟v童＄輔！の解釈の手順／汰補助図葉殴を使うとき1こ

は次び）ようなる。

　前述のように，　解釈湧1線婁　（第！7§鷹i〉かも第量痙i響の摩：さ裁と比抵抗級とを決定した後，

点（津を図葉潔の原、蟄1、くと一畷女させる。っいで，鍵図葉上の辱．えられた径数、㍑駐の錘、1線蒙を用紙．靴

轍移す。　解釈1鍬霧乏を鷹1葉ヂ蓑2…頁級＞、略）蹉）㎞駈践このせ，そのi鴻葉と解菊嶺、鎗謬搬二の坐1票1撮1を1鑑ltいに

単行に爆門、）た畿蜜，そぎ）坐携紘系源、燕．が曲線窯の　1ゴこあるよう轍する。坐標i融を平行にし〆たまま

で，図葉m霜の原、点の位置が麟線鷺力泌外れないようにしながら，解釈曲線絹紙を動かも、・

て，その毒縫銀の藩斎枝が懸1葉量慌運黛一護グ）ξ鐵繕鍵》一一つ篶ぐ望緯数メ弓器禽！慈，鹸妻重なるよ、うにするむ

そダ）際，図葉蹴黛弓の原、郵、！l慰常偽睡泉鯉）、星二二になければ添よらない，、幽線議を用紙に移して，

そ4）蔭顎、薫ジ）撰継票ノ鞠，蟄蔚鑑，嘉爵’“三）

　　　　　　　　　　　　愚麟、ダ馳至，皇と属蠣ノε竃，詳ノ紹擁

鷺が算出窓れる巻

　綱　翻7蝋齢承されたv器S賄線麟輩駅，，擬だし登幽認4綴～鞠λ勝愚撚互
　圭，　舞蓼護，秘の／堤ノ鶏3蟻讐懸藩1芝に，麦ザ）で，ノ鞍と身三とを誓欝詑匙、・，病瀟書o義鷺，　畜蚤雛？（lo鳶茎『嚢め叢霧q｝3れ，るぐ

　黛．　解釈藏藩塾矯薫墾を図葉ムヂ鵜．、！ゴこぴ）せ夢径数、艇灘纏ノ700・無‘1〆3嚢の曲1線慧を絹紙上に隔終す。

　3．　声『轟熱磯を獣1蓼糞r慧黛一亙“）．、1員こ聡嶽夢　馨1鐸糞の舞劉、転寿＆懸覇乾窯礎）．．1二／凱あるよう撃　獣登嚢ri胴蓋黛一1を

勤かいら陣鞄臨蓬細）一つが締き雛職蓑婁の聡榔ひ撒す・葛，よ製暴急っこのよう劇麟雛i麟獄

ξ墨灘（、藏藁撒3癒る曲藻蒙で菱）る農

　魂．図薬r鷺鍛び源、ζ潔の畿ξ譲は勘継／～圭・1・ノ触ゴム副G伽，．短認縄，鍔灘2嚢n償、髭、特であ

る，，

　δ，融を算繊す膿毒

　　　　　　ρ3盤鮮董論1，2聯馨謬＞く馨繍器琶）慧窟黛篠

　＊鑑の坐標は解釈曲線グ）左枝に合流した黛籐曲線ぴ）1一・つ雛よって決焦さ浄毛嶋。類似な形状の

罫ず墾馨麟曲線1びぜ吏．え才し1ま一　そうよマ・鵜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総《鋤）



職濾・ガ業鉱1宋の電猟雛三査（その驚）　（大聾博激獣）

繕

難

　　灘欝

“叢　簿髄
鐵嚢

　　　　叢

耀　　　　　轟灘雛　鵜鰯露　，’裟雛雛
　　　　　　　　癖1掌L辮　　字溝撫藤．罐，饗孟／を1吏》撚ノず叢壁、・ギ£S熱浮言の舞1

撫、 や糠

一
．
輪
幾 縫雫騨

〉襲唱 ・・唱　諭郵唱』 　　　　■蝋犠－膣”腿一一八再臥・遜一・繍鰍　唖嚇轟　　　騨
灘「ll．

藩簿灘籔癬

鱗、唱

■
ぞ
帆
鰍
騎
灘
欝 PP

鰍麟帆

一襲懇

嚇髄・
纏一自幽

禽　9

、隷

一一華　　w＼碍

蕊／，『

，，、驚灘

饗離擁鷲懇難　萎、

繍　・辮聯一　、

羅繍

鑑　“　鵡織
獺麟

　率嬉助図馨嚢欝を／寅心驚還慧量曲線の鱗1攣難諜1糞1彰1の比／媛書詫避らがノ懸秘醤獣ど黛三確靴なる恥とに蓉ぎ

慧；すべきである．

　v黙馨1轍繕義解釈は呼彗遡麟のま鰯澱善充融が未知の　　　　こ紅懲雑になる鄭　もし　　ぶら菰，その厚さ

が大きくはなく，等価の原理の趨用を受酵るならば，マ盤解釈に際しで第麟．1の厚さの決定

における誤差は

　　　　　　認ノ哉ン、受£把諜ε霧」、幾ε蜜・，～｛、

であるとみてよい。ここに塵齢，・、、、，は第紺1比抵抗決定にお’す導一乞鰍，・態はその縦電’，趨鷺寧で

ある．

　隔に窪§づ→る二1蕪1礁なヂー・タが馨く聾主㌔、』ているときには瀞鵡、，乙，薪、）憾1は賀）％カら毒開l／こ、よ鴫ブぐ1感ほ（》（1

％にさ粛達することカ＆凄　，

　編の決定に麟ナる誤差の町能性甕ず減ずる驚め1は，磁の測定値如詐1，、よ畷、ンて，解釈から得

ら津もるであろう妬の編魏灘看戴を女轟る磁護薯がある。

　鍵型欝図葉をみて脊峯に確認さ渋、る凱揺、よV蓋蝋蜘線が繰（ア）鰯小締で認接異を率婁豊とであ

る。

　舞琴婁療犀の薦、鞠さ戯とあ馳塾難碧、伍とを奏i1る癒ら／ず’▽難S曲繍義の餐講ノ1・、華の難樗1（！糠馴2）揖誕ぎ、む諾，彙》拶κぎ，喜薯，る

は第矯嶺灘に皐馨4レさオLた1鐵繕義ヲ1また．群二そオ㌻シ嚢鐸以癒慮i績1ミ（ず滋の、s藤套こ熱野する）かζ三）シー1準えられ、

た／t（A獅2鋲〉ぎ1焼劉ン霊諾ン凌夢澄置ぎぎ、暴，、！鍬に熱｝づ咄る、碗と隔の態の藻竃囲を竃めることが糞麗懸である費

　ぎ瑠懸を解くには，ノ銀，趣，偽蓋曜編、娠、，、ε，、および、娠，，、毫、、を決定して（A蛋禰〉飯、，、葛，、馬と

阪，，、藝，、燐とを算出し，襟ほ鍵図上鉱（績3／2〉繰，，、乞，、！履，鍬，、、ε，、ノ級なる鮫轡薪）、影，醸押選．記入する。こ

の、職を玉磁る灘皮繕乾麟線♂｝、慰，、、贈、〆、伍灘！1二（A璽㌶2）阪、，、嘉、、燐講　グ　縫数がわかる導　趨を禽iることができれ

ば愚継α》翌蹴，に闘する曲麟護繰，、、ε、、ノ級燃、ブ（穐）の助け轍よ！），　づ嚇で／　溢翼、審津した梅に対す愚鞭

の値を決定することができる。押、轍を通る曲線儀鱗（コ轍雛α数力多ければ多いほど等価ぴ）原

選装の講麟灘華巌淵は鉱くくなiりそ劇しだけ閥是嚢ぴ）解グ）ぞ1翻斐1嚢婁織鴇てく騨鶏

　等価の療理の遮溌醤1鯉搬　難める翫め　第懲○図酸鵜紅紹介されているノ襟グラムを利用する

と擬利であ燈。このノそグ響ムに鑑、梅と凝繍叢流鰭・れるV器曲線が墓準のもの
　（詳）澱値に1謁しドぐ）か）轟％忍試1飛の嚢　暮凱とど奮一　いるよらな／隔と鞭疏〉変1勧写汀霧総離欝獺を限定

する窯つの極賑曲線が種々の、麹識、吋幽について図示されている。極脚翻，裂の閥に挾塞れ丸範

　）軽付録麹7，v星，撲黛の他／晦徳勲，てEい驚越糠．、轄ま補助曲線3麟ゆ記入きむズい愚。糠欝，萎

δ）縦電導度／麟、蹄羅懸靴図葉曲線＆との交、癖織遽っで墨ぎ¢噸蠣・でぴか育騎雛．£線5此解釈熱

藩鎌の・横塞紬との交、薫の峯黄盤盗繕融こ嬬纂しい瀞

繋㌘一（藝㌘葱）
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轟主乏鷺麟　　　緬グ，．㌣　　　箋裟1決懲稽　　 ゾ綴ノ・

璽．　．蟻韮i懲1輪轍εきみ駕麟長

驚．　拶驚驚拶警ノ践と　残撒ノ転ノノ哉の斐醗鍔群髭1鐘1曲華褻

囲では，基準僚δ鍔＆底が一・驚に保たれた窯象，！・抽認糠が難離1の原瑠眠〆たががぐ変

化することは明辱かであろう．ノモグラム、王ゴこ図示された鰹淵（購磁．の破線状の鷹線，すな

わち等価麟線は任意の与えられた断磁図の基準1懸面との欝1の等穂i・湊三が成笠っような、娠と鞠と

の問の関係を決定するものである。ノ擶グラムの横軸に単行1賑ひかれている薩線1ま図葉曲線が

雛十筑審れている、級の｛藪を蓉しているむこれゆ擁籠轍関“1計る懸輪曲塾搬に｝婿応する鞠と、嘱との

変鋤極隈を胃婦曲線が嗣図に図蔀されている。

　第懲○図のノ勢グラムをみるとラ次の、鉦うな経訂論にみちびかれ懲．等姻の原理が第幻量鞍）銘

抵抗および摩さの蟻大をゆるすのは，それらの径数の減少をゆるすよ蓼も狭い範闘で轟〉る。例

えば，、擁慧iノ灘，鞠識歎鞠識繍、糧撚撫，第㈱図）に関乱ーては、還S曲線が5％以内ぴ）精度で

そ蹴）形状を保つのに，鞭艦、晦を増大しても搬で3．3まで、擁で（）．翻懸までであるが，鞠や、煽

はいく　らバ、さく　しκかぐもよい、、　舞駆叙）1灘から1舞蓼　ン》え訳　菰っ畢＿1壁編し簸樽摩蓋　γ暮は伽ドプぎ樋郭罠滋1麟隻とは

交驚しない．

　もし解釈曲線が績繭i数、鰯慧1ノ欝，擁羅欝（碗輩馬1趣螂鞭！／蟻翻懸）ぴ）曲線と…馨動するならば，事

梼は変ってくる．この揚合には、梅と擁¢〉可能変動範麟は次のようになるであろう。

　　　　　　《）。（）毒3蒙＜〆権＜（）、｛）馨畷妻

　　　　　　婆、亘く鞭＜13．藍

　こうして，第黛層の比抵摘．髄二が判ってい録いと欝ぐさえも，前の嚢螺　受べて霧さの決定にお

ける護翼嚢…は比1絞的ノ！、さいものである。

　第欝鋤懇に引用慈れてヤ・るノ讐グラムは，　融が驚確に肇！っていないとき，V翌憾1趨線の解釈

にもたらされるかもしれない誤叢義溌積るのに利用するのがよい。

　愚鱗帆のとき4）ノぜ灘慧鴛／、．、、撫繕隻の解釈は3層曲糸玲隻がな、くても，　1瀬試講峯析滋講こよ噂ジぐ実施され

る箒

　篭の潤的跨ため紅は，蜜ず，図購r葺驚縫　（曲線馨）グ）助けによ！），亀と凸とを決定する

　（．第懲i図）．続いて，解釈曲線謂齢窟枝に漸近線驚をひぷ，縦電導魔麟，嚢を決定する。この

漉は繰躍至なる横軸と漸近線ぶとの交点のA鋤2の脚こ等しい導

　　　　　　　　　　　3董，藩＿亀率3慧＿蟹 牽帳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勲　　融

轟嚢一（尋㌘黛）



貰潔い爾鷺鉱賑の霧1、戴鍵査（その驚）　（大雛野簿教訳）
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藁酬懇　磁　弼，醸こ‡。露藤盛耀塀至瀬装1騨、櫓繋構

尉ぴある豫“三）

　　　　　　　　　　　擁 一（娠鷹）籍

で穿辮簿！麟までの深壌二1漁

　　　　　　　　　　　騒ド論“編　 畠，藷醗一筆・G～幽／瓶）タ五

解釈において，時々勘《級，擁＞た漣）ようなま絡に出姦うこ藷がある・この条件では

　　　　　　　　　　　／ム蠕畠，露趨十ノ残

1蛎るマ・1窟

　　　　　　　　　　κ慧螺ぎ裟趨

としても華建／馨1約にはザ蕉う〉な／i膜1である、、

　鍛後の式は縦電導魔分布麟あるいは8分布繭（これに関しては後述す櫛）による被簑麟の

縦竃導窺度ぴヌ変動特雛の研党に1蔓づいて亀下部i，響比餐慕鞍麟の構薫鷺を研発概飾る方撫の籔イ縫となウて

い鵜。

　／列　第露孟1麟難露病ぐお才もているV鷺S藤線か1｝り　蓉わめ噺轟い疑二抵麟二（跳1．駕賦）磯墓！盤の澱度

を決窺す鵜菰と。　7場だし撃　融淵至．慕辞照

　1．陣護照黛磁を使って摯／触欄薩騒鞠《灘鴎勲鷺駕みいだす、

　驚．　漸鷺線3をひ》ズ　澱急，議諜灘岱癬繍

　零．

　　　　　擁瓢（麟，騒・一厩〆級）幽瓢（驚欝～欝婆／嫉驚）孟，馨貿鱗烹．灘擁

　　　　　／為燃ノ～三十編灘欝婆十1難驚．驚綴感蟹茎．黛漁

　近似式か爵．擁を謝籔すると

　　　　　ノ輪灘亀，窪融澱灘器×L雛鷺3窪窪撚

　　　　　／賑淵豪曇噛十韓塩塩鷲藁警霧撚

　1、二例をみると1嚢．しい武1と近蝋式と韓　・il，繋．紅等しい編、ヒκ露の龍奮与え』ぐい驚，，

　第蓑1の厚蒸と比抵ま寛とオ鼠はな11、実だ小さ秘爆合に1は，κ鷺蒙曲毫襲は、晦罵翌，級，蔑購1十擁魎呈

なる騰合鱒ついてで乍難藁1毒れた黛獲，曲繕嵩とほとんど・一…慧ξナ懲受例え，ば図繋r瓦璽3飛黙喉羅）麟継義ひ爆，

ヲ懸獣毒とe《艶艀鞭瓢〕蓬　瀦讐礁）伽

　もし，このような曲灘、姦1鮒疹織1線とみ癒すならば鐸基盤響鐙深饗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戴隼一（、蕪購）



　　　　　　　　　　　、磯質．調　浅愛欝η　詳蒙　（締絡璽奪　第n号）

　　　　　　　　　　　鱗　畠厨群轍＋働解（星牽鑓）轟・

はその真軽｛

　　　　　　　　　　擢菱勧訂£，1灘ノ～β論鶏鷲ノεド軒擁ノも鱗（茎一1一無）趣

と募き癒るで・あろう“

　、蝿く三業籍る躊》書婁　／為．＞！毒、，．、、，，

　撒うしてシ　ヂ蟹の極小が理縫絹蕪蚤薯であるとき，　3驚 曲繕隻を鷺／責 羅i運麟美とみなして角峯釈讐髭ると，曝1

盤深度を誇大解釈する燃とになる．

　墓盤懸照度決定の禰対

　　　　　瀦鐸§き撚謬肥慈傭薮潰（．蓋乎舞底）望一（蚤小鞭）ゐ気一慣．晦（，五心“μ3）　　　　（菊5）

　　　　　　　　　／為む輩轟，、　　　　　　（i←鞭y～／　　　　　／触（豊十鞭）

醤ゴ甑の毒条轡ξ誇，簿し鱒謹寝ず夢　娠オ窯ヅ癒きくな叡、妾ずなるほど多　ノ勉が肩、さけ浮㌻ばン／・さ》楼翫どプくきくな

る・第蓋灘図には爆え）れた鞠お趨と1瞬難〆て・，撰智脚の決定に1ける可能1叢を難積るの

／・、没立つ。ような認毒難c《撚醜／慧関銀恐論灘／（、鰻）曲線ノモゲラムが紹介されている　（　　iは

1蛾蕪豪の毒鴛嘘羅こよ・つ㌦墨さ駅．ている），，　｛粥え／、ボ、糧塑（）、驚夢　戦灘（）．（懲癒る麟類嬢の、1葱を縫馨」二）てひ方・

承，たill縫銀暑嵐沼ノ1毒嵩瓢）％をせ諾・え．篠、，

　嚢簸糞t葵お℃ζ聾藻鼻誉・萎グ　ぎ霞三が1誓盤溝灘斐グ）藷襲ヌ鑑に薩欝い“ぐ，　謝誉容し灘熱・楼畿ど1大：きい　　霧iに導くこ二とめ二

あ難霧鋤こ二、』力蕊、ノ・婆グラ．義ン弊ら藩）濠＞灘）崇

灘

辮一1
灘

　　　　　　　　灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難灘

　　’　　　　　穿1灘鮮鱒ぴ葺糞紀、｝ざ鍾・さ》・馨塀！饗き彗壷雛窪饗矯　裏磐こ　ナる霧舞鐘荘蓄襲黄醜飛1ノ讐グ夢ム（A・越・貰鮒遡婁馨醤読，よる濤〉

　　　　　　識、韓軍・麺婁、。　1鐸露浮導融轍惑3藝き／ミ1無擁　属の1戯嚢％㍉華、　㌧たも4）で菱｝る

　薦懲慧図こ終分さ、／してい磁）破鎌）伏の1醤縫茎は3層曲繕韓）繕｛饗轍おいて黛暑麟華県の利弩鯵ヴ能範縫1

を限鴬シ多る。この曲1、数り蒙汐）、点に撫編する／‘建と痛ぴ）値では鱗幣ミ懸覇薮は2擦曲繕乏から蚤％以

、無の編整を示駕ノ，それゆえ，黛麟曲繕義に、諏磐て角挙釈を行なうことはできない酵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鞭1一～（ξ管墨）



灘liiい写’・鉱鍬の餐1裟気探1蕊（ぞの驚〉

A遡曲藩蟄の解釈

　比抵抗、幾が既知なるとき，解釈曲1、ゾ、ミ歓篤圭s3図絹を愚識蹴なる・壌型曲線の図葉贋醸

の一つの、雛このせて，薩接に，あるいは内挿に、しぐ解駅曲線と最もよ◇隔隔一致す嶺i線の径数

穐をみいだす、次いで，図葉の原、強が解釈曲線跨メ熱標終で蔀す縦i．標か》隣を，横坐標か㌧

ノ阪を決定し皐求める擁灘慈た亙と／ち瓢た／ 1ノ強淵G十梅〉ノゼ斡を箆銭する鼎
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1縮蹴　 滋　醤v鷺蕪繭評繋の解戦鑓

　網　灘蹴隷華、擁読雌灘v器撰茎線か㌧斜，．欄深慶お1＝び羅さ（際〉決鶴ただし

級瓢雲雛）毅置馬　 融繍難螺

　1、　ノ軽と擁と齢決定，，このため紅漂誉解鞭1蓑i線叢をど1．1図嚢の一…餅黛賑！麟嫁）．1察（二の／｝毎

萎の原、ギ、ミ（，ぐ晃媛穿）　1．襟を決震す悉。

　　　　ノ芝軍淵叡嫌㌧　　　級瓢蓼《寒議濁烹

　黛，　寿濤を鱗灘鵡す、る欝　∫繰淵侮ノ幽罵簿窯（｝ノ叡）累蔓

　鰭．　雲麟麟i線集¢）中か曝、梅繍婆爵隔淵○離訟膿麟業を．乳ぶ、，こ潔，は£翼雲4際である離

　蔓．　解釈1撫線を1翼葉、．ヒにのせ℃滋i麟撚砦靭黎講1、を決ヌ翫ギる，，解蓼箋醸線は娠欝参と搬謙澄婆の問に

位するグで内挿によ喋て真の径轍鞠を求め鳥雛　内挿精度奮一甕二げるたビ轍は黛曲線が灘二いに

平行レてい巻図簿㌔）熱分で曲線1熱毒1に薩線寵毒蕉ひ嚢誉／，塾際蟻1線娠繍○から鞭灘総《灘鉱（ノ）

騰線繁で麟懸離欝と擁とミの関係を示す鑛1製韓ili線を｛壬懲の尺度噂藝鍔磯嘩る（簾総鱗瀬暮）、，ご鑓を瀞1

駕した後量瓢の曲線の〉舞め器径数搬を決定する、，いま〔芝〉場罫鞭　隔淵ll．蕪であ萎，，

　蕪．　計．嶽かむ　　ノ蟻灘掩戯鷺玉1．慕×愚（）欝岱7瀞雛

季臨弄縁礒蕪漿建の’鍛礎慧

　　　　／も瓢／鞭千編潔叡｝牽欝7恐謙蕪25瓢

で鶴る、，

　径数隔が小さくてV鴛＄曲線が区別されないとか，与えられた、爆ぼ対ふ恐i鶉葉が存在しな

いとかいう時轍は，　■象型曲線の癌釈轍補期譲1葉　叢（付録X雛）を利矯する蘇　前紘該鱗した、歎

うに号　跳く級く墓鰻の、と1蓉，最初の2崖可は／感1さが

　寧繋事1さノ鰯1よ嵐た｛縫録蹴i滅撲ζ紅引矯＿れたilil線ノ権濤　パき決憲志れ羅・騰，二、既述、礎よ肇に求夢る

際二さ編は麟霧のノ馨書麟線潔／鐸鞍、鐸1懸毒1麟樵1の交、1、議の1叢鰻．葬～鉢二鱒しい心

7卜一（熱7轟）



趣質調中総所湾　報　（第矯i懸　鋳峯翌号）

掲，鶉識4て藏翫マ賑渉夢て護」肝萄再y灘4（γドト蔦）ぐ鴎羅奪1ラ

比癒漱

　　　　　繰鰍磯辮締，一v蔚驚

なる等摘層によやてお港かえられる．

　漣図葉一1二には腕盤導継蟷t継　繰慧む磁憾tにおいて

　　　　趨轟慧▽漂葛／，汁／（細一バ照1厨・錦糎）ヨ

なる関係を決定す鵜鷺つ¢）曲線群が示浴れている・

　補鋤図葉の適当な鹸灘ζ購魔．に対する曲線を解釈曲線用紙上に移す．図葉．魂の原点とA靭2

魏藏，阪認幽なる坐標をもつ矯紙上の、愚｛聴を一敷させ，図葉と解釈曲線の幽標軸とを互、い

に平行にして，慈，蒙蹴パ亀，皇）なる関係式を粥紙の坐標系の上で決定する。

　経く融く愚においては最初の黛層断衝は紐，鶏を有する仮想的癬によって代用され得るか

㌧，図葉驚2ヨの助けによ勢雲麟1麟紛霜枝を解釈するには，その原点を与えられた径数施

の漁図葉の曲線の上紅あるようにしながら，解釈曲線の右枝が黛層図葉の属撒醗ノ幽，窯なる曲

線に一致す恐よンにせねばならない。　桜，廠，趨，擁，・壁、聖、、1の縦畿標趨，書，驚層図葉の原、乾がの

つている図葉遵の、鞠盤c《）囎t．なる曲線｝1はの、胞讃を逓る懸線鞭灘ぐ窟鷺t、の無。数ξ！）髄　知つて，

求める値は算暴．1される．

　　　　　擁識、儀鍬　　、隔燃メ強級，驚　ノ俺識毅轟

　纂方性があれぱ簾ぎ黛／11と第零／匿鍵）擁駄喪定に耕貰1三を施して

　　　　　渥灘ア、、，，撚擬議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（菊黛）

　　　　　～細．，、、雛婦馬千爆偽賊夏偽＋瑠賜ゐ嵐　　　　　　　　（棚）
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補納醤藥烈癒調！l翫、、た亜謹“襲～茎S藤線欝解駅1残

　例　 第懲嶺鴻に灘蚤したv詑8曲線の糞r碁肇も　た．だし碧

　翌．　図葉r慧蒙畷を旋つて裁と級記を決驚する。

　黛．　、甑《）に図葉叢φ原、点畿重ねて

　　　　　趨認醗1趨畿鑑8ノ捻撒尋認毅嚢塗蹴、

な愚麟離談慧を驚紙に・穣・す、、

　欝．　解揮麟線董ヂ）絹紙をl　i葉i　r翼慧尋の一ヒ紅のせ夢

1副、た蜜蜜婁　紬線望の右枝力豊麟漿i撫線）一つと慧菱．獄薬

飛繍4暮鳶鵜穿　馬隷童．鞠　愚雛i．慧

　／も蹴黛噛．器凱鋳　　級撒捻窟熱

　撚霧ヌ　築が餐聾瓢麟講乏嚢ぬ、、1二慧瓢ミ葦）るように

まで，ヌ灘紙を移動する。この曲線轍／蟻慧き

驚一（欝馨）



蒙f瀬癌ガ賎鐸1購ミの歪盈蕊餐“総聾蕪（諭の驚）　（プく醸罪博i数誉籔）

煎る曲奉際講である覇

　婆．　憾、獣融藩鎚懸姦樗駄譲ぎ擁湊黛瀦雲繋翻mで撃　講て葬か鄭

　　　　　愚・黙∫繕纏肇霊瀦鐸〉くS嚢購1≦熟欝鴛薫

　曇，　！騨駅鹸麟義講離幾を諜図肇嚢 玩轍1難輩馬　罐、真、試糞とお怨獲甥《1轍篶1、．煎・嶺i鐵繕乾，から掌蓋響ぐ靴みいだ

レて豊　鞭講嚢を壕毒｝葛礁

　霧，　　た濤、，聡、，罵鷺妬，デ照繍繊蚕瓢、嚢×影熱期認工欝翼髪蒐

　　　　　　　　　　　騰窯　　　　説濤詫i　　隻．繋x蓋．翌

蓑蓬癬蕩婿濃鷺黄は

　　　　　～ず　イぞ衡五＋娠一罵誰虐＋脚癖蕪7・軸

と態纂、，

　！斐図葉が多少不便甲艶あるりは趨暴《〕賦懐．謬藩．勲び擁篇蝦灘醜め磁i線が極限曲繕、凝需瓢帆に著u

く接近漁！ぐいる、轄にあ愚ひ燃融事鋳／譲薩内挿を行な・》場含に，図葉iを利繕するのを騰難にも！ぐい

懲¢　まノご融の鍵ξ鴻凝／、さマ瀬毒鵜／ま蟹終こ舞その／漉の汐麟叢餐き鍵斐を嚢玄自ドt〆ている、，

　鳳の濫うな、欠i轍は獣i葉・碍ボ（付鏑をx璽x）てヤ濾克1戴され！ぐレ・礁、、i溝図葉では論篇〔】（灘溢，，触脈

cζ）蔦騒しなるときの《，郵齢襯！（馬，壽鵡蜜〉な恐岐瞬豪灘羊ン毬濤淘力、れ、ている礁

　この図鱒り樹l／l綜幽，窯麟であ恐疇隔凝顯醇いア）葡妻／漱の原、す、1、樵図葉の奉麟勧墨，講還疑指

定された径数μ窓を有する水平線とび）交、1、！浅に等しい，，

　麟の！粥（嬉！ξ巖麟）紅おい』ぐ図譲憾麗を鍵え醸次（ノ）よう樵なる、，

　璽．　滋暫の締倉1紬亀，粟擁三識至撮μ雲認繊ノ瓶灘4え皇愚港ζ擁菰繕芝との突、華、丈と、孝、くoとを・舵撤1き・薯る，、

焦　麟葉！菱、黙ぜ雇ll線俄螺馴ご縦1韓疑の嚢、…1、ミか嚇就1継箒μ勝融！縮喚な翻懸麟麹一。、

　3。　麟簾rr置黛一1．転に解駅購瞬象魔鳶鈴せ爵　類線驚歓紘図1藥原、1、1、叉を齢せたま憲墾　粥紙を稗勤1、，〆

て曲覇慈崖のτ鞍壕支が1灘薬の曲線の一・・♂）、総一一敷する、よら1こする。　二れが曲線轟　（径秀文∫繕糊難）で

ある、、

　4，　、ぜ，（！1の締毒桑鰹襟慈，誤篇ε講ゑ灘難を1薦輩蕊し艶

　　　　　騰黙〆繕鰍撃濤灘銭×39灘欝葺欝m

をご努簿1員づnる。

　愚．　群び無｛釈1撫覇芝鐸1離又を1瀬鱗箋還，網ヒに融轍媛、ll，髪轍、と二絡嶺急煽灘C購難t．7は愚毒縫議馨の奪薮蟻父無ll靴

求める，　鞭瓢嚢、，、続いて撃既述ぬよう比して

　　　　　た雲轟，・，、，，淵i醇7嵐馬　 ぞ￥欝重『、、≦，職／駐7．魯鎖

を驚馨1匙博仲灘，」

　愚が来知で，　穐跨縫が大きくなければ，第驚層の！慕婁の決定に著し、い1誤差を掃1く恐れがあ

る箒

　第1糠図には第欝○図と凝1似て〆たノモグラムが紹介されている．訟れから雌．型曲線に対する等

価の原理の成立範囲を決定す恐ごとが可能とな恐．このノ冊グラムから，解釈曲線が与えられ

た径数禽なる図葉曲線の一沿柾…致する（縁纏からのずれが葺％以内にある〉場合に，癌と

駅超）変動範麟を定め番ことができる．

　例えば，解釈曲線が趨牒畦嚢なる曲線と一・致し，その際幾郡鞠畠購○．驚（第総5図，、蔵誌）で

わるならば，級と擁の変動可能簸囲は繰については雛轟緯灘夏級濃で（、梅瓢翻略1）で，編轍

ついては夏．継三から暮，餓蓑塞で’（騰罵翌．醗略，鱒である。

　轟鷺無鵜において，残櫨が大漕く叡ナ漆瞬ず，・屡型斜熱、瞬懸灘層曲線とほとA，！ど差異がなくな

る。蝶の，鵬合，3層磁1線を驚層曲線とL，て解釈す懲，ば，基盤澱度の決定に謬墨差を擁き易くな恐．

　この壽興嚢峯の輝1対灘麟1は試1〔翌4〕

　　　　　　」召き瓢還に二菱奏塗嬬灘瓶　義ぐ鳳襟漁
　　　　　　　　　　遅韓蓄ゼ婁慮，，　　　μ軒鞭　趨

γ鰹…（ξ事77）
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1．、、鍵曇罵㌶灘難、轡

　　　　1守　τ　　　　y≧…㌦～14裁　　 譲、

から汐難蓄さオ劣る費

　馳と、梅とがブくきレ縁激ど鍵sの重製笈藩頻・蓉継；よブく継くなる、，㌶窮乏鷺慰i．Lゴ粥にテ糞さ勲、たほ謝繕箋か蓬）ま｝え

られた愚と娠鰹に対する疑3決定誤叢を箆葦1菱ることが翼能であ苓g百分率誤驚は騰標鞭とμ1妻

なる、燕を通ってひいた君鍵難鷲£鑓凱．なる曲繕覧の蔀数雛よつズ拳されている．例えば，鞠鷲o．締夢

、極認1（）（、儀“））では鐸3決｝豊il譲蓋は嬉〔）％に達す鴨る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　葦《型曲繕乏の嫌皐駅

　級が既知のとき，K饗曲線は3煽i譲簾を使って解釈される、

　擦葬釈麟麺垂壌とテ形）1犬ぴ）欝懸以した掻趨七の劃愛慧ll／l講纏f／吏つて，　、燐と糾とが決定される、次藍，　、幾

からμ2を鱗義出レ，　μ1墨櫨に近匝・鱗：の趨轍£儲轟竈，なる1強葉を灘i繕箋集から1選び出す（／侮は第護震1

比抵抗ξ解釈曲線の霜技が接近する飯漸近憾薫ヂ）比歓等しい）、，続いて，解釈鹸線に最もよく

重なる径数、擁なる曲線，または解釈曲線がその閥に挟翫計ゼぐ位縫するような図葉内の近接曲

麟註黛およ｛〆趣を舜謹つける誉

　藏練から藏接に，あるいは黛晦線搾1担）内挿によって径数錠、三を決定した後，編と．鵜とを算

出する触

　　　　　擁襯梅厩寧

　　　　　／到墨慧ノ権十ノ編灘（蓋一1却露）艦

韻緯，醸！2一。鵡のとき畷艇奮卸、、から，窟慧いど、加、と趣漉を決定する．

　窮i擬ヨ瀬紀胃々され，驚V鉱S毒懸蒙を纏靴と：ツて解釈し・ズみよう，ただ／『凄趣慧｛雑（）窟糖夢　み盤：轟灘縫

甲びあるo

　i．　形状の似翫、ノぐ型v鷺S蕪び線愈罫1慧い“ぐノ複と擁とを濯獣定する縞　裁繍慧蓉撒》　病盤叡）灘ぎぬ

　2．　μ急の算縫．1。　　μ慧灘拶㌶疏獄叙／（》蟹1螺q（）

　3，　鞠融決定，、　塵ダ瓶畿る灘1羅解ヂ1ン賦じ鶴1ま轍セ・ぜ）で畢　言～穣淵§叡葛1灘葉畿傘／！翼づ→れ1墨夢解釈懸線

茎は畷認覚お紅び擁驚灘賦る，径数の黛つぴ）懸線llllに狭まれている，，内挿によ1鵡瀬蹴焦3シ誉あ

鳥撒とが華1る無

　壕構欝隠嬉蝦三達の，美瀕．二付鑓嫌編娯一・矯i睡継購漉も婁絃濫され得る魯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ蛋一（導饗1）



墜1淋i・ガス鉱舞ミ¢）餐穂、／　費ぐ・黛紛鷺〉　（激ゴ野購教1ミ）

　婆．　妬の計鐸紅は淳禰1の／メ礫を矯いる。

　　　　　愚認嘱堰煽幽、！隔郡鷺．3§×縦｝×嚢×叙｝〆静oo無灘（搬達

　器，　基躾建童叢痩玲蓉鯨縫

　　　　　／ノ3灘撫イ編慧ξ欝牽琵1（）瓢黛6灘鷺

また1診　妻 員翻嚢雛1灌議は　ぬ購拶簾瓢蟹）鳶罵

　勝与のμ慧櫨に関する麟葉がないき　濫は，補！、麹図葉貫（付録XV鎌）の助けによgて解釈

を行な．う萄この図襲韓は趨鷲（蹴至蕪駄多種灘（難麟，のヒ 含に警仮想的層の／薫さと比抵抗

　　　　　〆君
　　　　　　ノ罫、㌧閥α脚薮ヲで1＋贈勇設）

　　　　　　角寮壽＿　／l櫓

　　　　　　一蕨「㎜刃r墨縮1趨

の醐者の問¢蝶鱗係を決定す懲曲線群が認入されてい恐曇なお，婁／雛部麟の1醗異、麟鉱係数

に関係す懸係数で婁そρ値は第1総図鰭綴介羅れてい獅

灘麟

灘
鞭

蕪

一一畿灘騨，

舞．濡燃麟　　 K　匠繋v蕉S蕪！麟義の辮1較1懇

　κ図葉によるκ型V黙S曲線の解釈1去は～萎図；を購いた浸難騰麟菱の解駅法に似てマ・る“

　解釈は次のような癖俘に帰する（第懲7図）．

　正．　解釈曲線量に形状の1以た睡意のκ型曲線を利堀して，馬と、態とグ）簸を決定する（藏と

凸とは茎敦鍵1としては角皐癖鰭曲繕義の杢麟票系藪二おける図饗の原、紅、、藍の壕蕨お，歎び垂鍵崇総漂に．懸整蓋ーい、、繰から

、煽灘阪！凸嚢華獣出摩榊るぴ

　窯，　、1、、艇）ぐ戯，愈〉を解釈麟線購紙．ヒに移し，それを補助縢i　篤の原，藍に四璽ねる“

　窪・　用紙、i二にκ図蘂の緑数、傷愈愚曲線蒙を穆す・与えられた桑数の曲線が図葉ピこないと遂

には，内挿によ鯵記入する。径数の簸が増大す導にーれて春曲線閥の騰隔は，敷に狭くなるの

で，解釈の欝度をあげるためには，例えば，梅罵慕と触灘驚（｝のような蒙つグ）充分大きい残鰺

に関湧珊る塗薦鋤曲繕亀級多慧／慈鷺！（醜〉章鞠瓢£（騰就．を作成しノ婁これらの診銭藤泉．、紅で》えら穿した、鉱蛎に懸至

す番点を　難し，それらの、轄を図葉κ、雛移Lてこ酵解〉の、ξ慧おって求め零蘇ll蘇をひくの

がよい．

　嬉．　図轟r賛驚縫、焦に解釈麟線用紙をグ．）せ，曲線嚢に沿って臨i葉原、彊を移動し，解釈曲線輩

の1右枝に重なるような曲線を黛／隠i粟の麟麟　》中からえ戟び，これを曲線嚢とす慕（叉ガ径数

は煽である）。麟繕藁餐の月i紙、長ゴこ図葉の原、華、窺を穣す、、こ藩がκ、サ、町◎無る“

　§．　　1響び，　鱗ζ麟蘇嶺紡、用秘哉を鷹1鱗㌔κφ鷹二にの・せ，　il藤ll嚢馬1、・、1、義癒（》、蘇瓢一磯i敷さ餐r，　ノぐ．・、犠懸とお縣

㌘難…顕霧㌘嚢〉



　　　　　　　　　　　穂質ぎ1　　所ず／報　（篤蕪巻　ぞギ享ll爆う

鞭撒《’（鎖紘なる曲線尋の径数鱒を決定する。もしκ点が汽図葉の穐鱗‘〕鋤醜なる醜線ぴ）ど

れとも一致しないならば．内挿によ・噴ll麟翻）径数憶が決鍵癖毛、撫

　暮．　我）　菰、髄の縦i異嶺票幽，嚢

　　　b）　奪蒋驚／の擦慧　掲，裟慧鞍藏

　　　髪）〉　第嚢／，1の深壌：　／も燃（乳十穐）ノ～玉

　　　ζ1）　隅竣二1の妻雛嬬抗　越瓢詳臼）箋．2

を決定する．

　ワ．　諺敏桟謬藁ヅy妻、／三があ才嚢潔（婆（鷲）と（壌）3）の、1、．℃か軽．磯募～およ導霧馨／，，まで（ゆl　l鷺1こ絹駐1三を擁三

す窃

灘

鐵

灘 　　灘
麟騨難

羅欝萎　　1熱鞭・隣蓋｛ご／弩／いた／ぐ獲v翌溝1ミi麟

　飼　第嬢？図1こ灘さ葺h、たv蛋礁縫執麟姦の懸，善鰻撫ただし歩　論瓢慧夢（叉1（）鳶m跨　λ裏烈愚瓢逢

　／．　鑛鱗，1ミ麟講晃璽と形状の類1以撮掬茎菱1蘭線を絹いて費　璃と幽とを求麟る、，裁鷲継｝撚3　ρ圭雌

慧（x）論縫蓬

　蓑，　、鰯の鋒出、、　μ讐嵐幽ノ、概離黛，｛憩／）〆2（）（1畿i（）

　3。、“、磨鵜蠣妻筑諭瑠1、1、1、権合せ惣絹紙、擦こμ蘇麟補助曲線慧麺毒げ多冊，，

　婆，　矯紙をi、1葉ぽ丁亙鷺弓の、ヒに齢量多　撚購ま謙、ぐ、くを曲彗、義慧、L滑らせながら夢解笹ミ曲線霜校お

メ磁叢（）．（）｛逃なる図襲曲線講㌔叢なるよら載榊ずる桑欝翻蘂彗涛，ま、弍を縮紙に移し（κ、・1、く）墨そグ）縦坐標

1『1沢鑑す⊇。　凸ζ撫趨，慧認蔓藝潔2鉛

　葺．　騰1び夢矯紙を劃1鶉蠣1　嚢ねで夢　鑑、1、茎、くをとおる残難ぐζ二題鱗、心こ愚ii撤線曝か鑑翻剃継（）、§5を

得る《う

　慕．　ぎ貧める穫旧

　　　　　擁灘鞭ゐ1灘（》．導葺×婆婆盤慧暮．雛鷺

　　　　　、鐸窪翻（工牽擁）橿綴／．鱒×窪蔓潤7黛、6撚

　　　　　愚濃夢妬幽叢認o、（鶏葺×巻懸灘3驚．箋露撚

　劃型．曲線の解釈で付錆ミXXに拳した図璽κ潔を利欝llすればもウと便乖！なことがある・この鑓i

葉：捻1図葉Z秘と岡様，横軸は、墾，が、娠瓢至と一敷レている参　、暢雌（懲難激．なる1嬢線の坐標原、轄は

図葉の縦軸と蓼え詳れた径数、鰯なる水平線との交、聖、載に等じい．　こうすれば曲線密度が疎にな

診，図葉が利用しやすくなる。

　驚懲7繍のv載＄懸影蓑解瀞卸」　、ギ、くθと学数愚とを決建し♂㎜縫3鑓麟箋κ鍵葱拳1携1壽嚇聯，，

　蓋、　θ、夢毫気惹費蕩図薬喧）、磯鍍舞線の娠賑、ぐ、丈、葱癒一、糞窓盤る（慧の，喜1、峯1は繍葉劃盛ずの縦鏑liと趨撒i（）

鍛る水単麟ミとのぐ、準、嶺である）、，次に夢　、態糠10な難図蘂駕、墨ぎの懸楽塾量を解釈曲線醤の絹離薫鶴移す瀞

　猛．　蒲綱の塁と購！l粥1藝で、畷畿ぐ）、蟹講を求め警点ノぐ．、縦坐標懸ζ灘洗，窪盤4§惑鐙mを決定す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌘導一一“溝（））



凝韓1いがス鉱床琶　卿・惹探査（ぞ麟黛）　（大野1導麟訳〉

る無

　3．　鍔び解耀麟線1精紙奮麟ジ饗κ辮i盛、二の93　κ、サ、裂奮とおる鞭瓢鴛（瞬醜溜（），鱒ね矯曲線騒の

釜鍛翻くを汐幾業鉱す愚蜘

　蔓、　求むる籔としズ夢　／糠鳳驚雛。（沁毎　藷賑郡72，§驚鉾　奮侮瓢3驚．1露撚を得縣．、

　穐があま妻大港くないが、編がノきく，かつ亀，慈が験え　れていると蓉には，等価の原理

にレたが凸て．κ灘彗蜘線の驚鴛犬は7マ詳撫鞍決定される9　した力臨．ヂぐ，申1剛駐豹憾著、蒙く，そ脅比

抵抗憶薪蕩いが1／業確紅は無蕨ンれていないような！　裏には，編紛醒鱗の決窺は鞍汰轟・離差を伴な

うことがあ恐。しか索．第鷺層が／氏比撫抗グ）1．汰合、試蓼も融の縫を決慰することは比較1鳳なら

ないほど磁難であるの、で，ますます不都禽、蕊二な愚。砂・　1魂荘　1および水理化避妻的積積騨の

よ肇な1比抵抗1，、1は砂麟粘1ンや寧l！i．1．1のような．．野羅性地願に勲ヒ．して，水1的にも》垂，蔽的にもよ

ll）はげしい美1ヒ抵抗蝋化を受けるのが藩通甲ぐきあ恐、，そ（警ために，探鍛、蝿暴，疑の一部で決定され〆如、侮

／藏を薫烈鐵にわた囎て鎚蕪！l襲即　「）は1　窯しくない。それで多　、置簸灘i》）　的麟ζ釈1ま織灘になる。

灘
灘　　　　　　　　灘

雲獺

　　　灘
　　　　藻　欝
灘

　　灘簿繁
　　　　　鎌灘

　　　灘

　　　　　　一一継き黙一繋

　　　　　　　鍵
　　　　　　　　　装灘

　　　　　　　　　　鱒灘灘

　　　　　　　　　　　　灘蒙

　　羅鎌懸灘灘一響
鞠簸灘簿1簿

一一醐顯
第i総1瀬　　琴蒼嚢の瞭蕪！融灘／l鋳1難決、　翼、ノ階ダ甥　　（A醗，璽聡》講繍徹塾紅よ撒）

玉、　等藤躾濠駿も識響嚢ヂ㌶自㌧磐　鷺．　押と轟瓢亀ノ搬と梅臓擁！ノ言三　変麟醇能辮三麟輪ホくす壽麟蒙

　第灘刷鶉のノモダラムは各種の、悔籏に対す礁趨璽lil麟繍　）いての等価の原理の適弄ll範謝を

示すものである．この〆響グラムから次のような織1，鹸が得られる．　、擁が小憲く，幾が大嚢い

部分では，、侮が大きく鞭が小さい部分よ9も等価φ原理薩翻彗編蹴纏狭い、、鞭が充分小さ

く異　慈喜が充分大きい蒲／l分では等撫1の原謹轟は無1剛限に遮1灘さオ㌻る、，　すな1わ雰　　与え1れた諺塾1鶴泉

から藷倍の比抵抗と毫締の厚さの任、籔の縢を選び鐵す烹とが可能である．たとえば，「買3一艦

の曲線〔蓋傷駕のは第驚櫻の径数が糧樵覧μ玉線く袋〉素片ご播で譲翼紅す膿舜ボ：》ま甑愚鱗3禽

穐灘慕（、轄藤〉から擁瞬馬　梅灘購（、…、鋳）まで変化する（剃総図〉、款うな任意轟断面に対

して充分適用藤れる．寒た，ある径数の懸命曲線．／たとえば褥淵岱，賑繍為1熟無鶉）では／｛誌

にっいての上限は実際上葎在し、ない。そ鉱で，編の数鰹が来知であるとき，～ぐ型曲線の解釈

に際し、て，最下罐，深腰著〉決定憩大きな羅差をも　急帰㎜鑑とがあ勢得ることを謙のノ謄グ響ムは

暫脅し♂　ぐマ・るひ

　寒横抵擁r鰭嫉賛購転轍胃・婆図翼 1　二，隷入されでいる補！撫曲講美ア襲か鄭決定さ爵．鱒灘，、ア簸齢数

臓ぽ織軸雛箏ヅの驚度戯鶏レぐ傾斜し鳴鱗／亨職線烈頻簾の曲線み摘）輩鰹点靴雛ドぐひか
才した薩麟蓑ア濤と薄峯駅曲藩鎌¢）壕黄軸と鐙交、叙鈴坐糞霊．軸鵜等しい嬢

γ㌘一一（藝難三）



ま滋質調鷹i拶筆．鞘　報　（第綿巻　 第H号）

受型曲彩叢グ）跨峯糟翌

　蔓型V薦曲線の解釈は，！　　　　　　　　　　厚型と幻熱、1醤線疑）解釈に．比してはるか

に灘垂力義しい，な嘆釜なら1ず，　馨舞齋載書完はli饗惑ときご繕）に撲蜜葬懸援にむ戒ノ♪博恥馨ので．　靴1の髄1がそんな

にプζきくなけれぱ・、蔓型V蚤鷺嶽1麟繍1）形状韓二驚ノ羅曲繕！に薄鋸以してくるからであ馨“欝ぎ劇馨¢瞬撃

在を騒ミ調するよらな特徴的な湾ll鎗籍は曲線』ヒ1こみられなくなiフ，そのため，角峯駅がはなはだi覇

捗躰こ捻二る。

　経ξア）髄1ガ玉筆幾編ブ艶あると嚢夕　姥讐1謙縫犠め麟幣蔓は、穐淵〔x）｝鴬Lなる《～．萱墾進iミ翻前、ll締泉の矧むけに、よ！ラ努

｝欠のよう癒ブ戯滋でf爽施憲れる．

　L　解釈曲線に形状の似た（之型懸論瞬！i癒利用して，病と趨、ヒを決定し，、菟搭細角を算

1．主1する。

黛．解蜘瞬酔麟支の漸近性から1齢業蕪、｛捻を発箆し、て，、鑓醗、ご騒、∫、・藷蜘まげる．

　亀　メ蝉轡惣鎗影i購舞蒙黛を荏掛えら憂㌻た、碗と、ノ権とξこ麗全慣蝋る3屡碧3ζ疹1驚グ）』Lゴこ鱒1ねて，　角皐零斐綴藤泉とま殺

もよく・峯秀う蕃灘議翼｛．至嫁泉の梅を汐妻定す砺る。

　纏㌔　（豪）慧）および（40婁）よ韓ノ彊、，・，ガ、，き㌧　κ書，，．、、、、とを算繊するこ、

　もし，与えられた；慈づli繍こ等しい、鞠の1瀬葉が存霜三し．ないならぱ，奉甫助図葉蔓（付轟景xv蓑i）

を1轟用する．

　この1慈葉に捻1，す鯛ぐ誓こ述べた』ように鰻越｛図：懲尋も，娠淵鴛韓罵t，のとき

　　　　　撫癌灘撃妻！蹴歎　・および癒蝿灘駁1＋シ鷺）
　　　　　　戸圭　　　1÷糞奨／μ慧　　　　　　縄

の爾』者閣の関｛系を浮麟窯する麟線群が収錆斐されている帯暫ヒヂ）関係1磯申，搾は趨と擁とのいろい

ろな縫弧ついて1第鎌図に導びかれている曲線から決定されるような係数である，，

　　　　　　　　　噌，、盤謄
　　　　　　等臨隻（ジ難鶏マ『繋

（¢諮ま蔓、点と鍵、蘇との闇の駆離，第欝○図参照崇）

　補助曲線図葉蔓を使ったV養懲曲線の解釈法は次のようなものである．

　i．　ギ蓑2一蓋1畷鐸箋譲たは異塗疲ぴ）1以7罎縫．塗翻曲藩軽¢）申の1趨踵1蒸な一一一つを｛吏〆ブぐ，　魁と幽の／薩を芝襲

定す』翫解釈曲線用紙上に理論曲線董の原点を移しタこの、轍をひ（覆，懲）とする、、薩線をひ熱

、暢の書藪を憲鼠出誰晒る（鋳客雑麟瀬）、箋

　2．　ぐ》、華試と補助鑓葉窺鈴源、薫とを一悪勲させ，与えられた経数幽なる甦1線鷺を移す轟

　3』　鐘叢嚢の舞藝、1慧を曲麟亀窯のぼニカ・ら喬講集ない，ようにし、て，　角騎綻滋1麟乏用編嚢を1蓑隣逡rnl～・一iの選謹言命

鐵線泉の申の一・畷〉である1搬鱗乾誉と茎難なるようにす“る⇔

　婆．

　轟，

定し，，

　惑、

定し．、ラ

　㌘．

曲麟髪慧＿kに麩舞嚢r翌剛璽驚一…1の／螺、薫を罷箏壌叫。　こ津もが蔓、婁熱であ恐。

解釈曲線の膚枝と重なゼ）図葉「翼焦／の理論曲線の径数、畷と、点蔓の縦坐標慈，鵠とを決

醜認、擁級等葛を繋講ξ．嵐する“

再び，麟葉蔓上に解釈曲線用紙をのせ，、1、隻1ζ蔓を通る鞠慧（蹴瞳・なる懸線から径数を決

隔から／触慧触ノむを蓄舞ll三1謬嚇る。

基盤の深縫躍峯を決定するゆ、すなわち，／為鴛斑＋編

　第蓋／轡と第2／馨の覆嬬響、異方性｛系数が舞鐵知であるなむ）ば（4r（猿）と（婆03）と：カ・ら，異方髄経こついて

の醤舞澄三をけ叫る毒

　編　 講簿1縦）図にう糞さ21，アた曲繕箋ヂ）ず響藩縫ζ　声呈驚置窯．誉孟ね鳥　 馬瀧1タ　愚麟璽．黛轟。

　1．　角準菊ミ詳i霧衆とヲ診li犬の／鋭｝鰍麟1瀞麹登f蔓臨難漁鐸額痛黍薯蓼乃雪ilかζ三二蹟鐘ぼ．翼婁　こ嚢㌻を瀬／弄騒レ｝ぐノ鰻とヂ叛とを

夢娯酸噛唱る凸　す録嚢，）ち愛　亀憶§．3貨㌔　拶／嬬難（冨みY玉

　黛．　；鐵醤避懸≧を、穰疑．藝すhる，）　、‘触論童慧．愚〆葺（）瓢疑）、鷺s

　3、（着繍葉の原、三、…縫｛）、蓼，試ξ鑓灘＆婁解釈1麟絹のメ糠是．1菰蔓図葉猷纏・蓬）、蟻畿○，器なる齢線

＊覇述㊤ように瞭さ妬は補勤曲線擁か鑑）も決定し得る．（付録蓋XとX）。

γ蓼一（霧暮2〉



　　　　　　石濾・が黒鉱旅の電舞探査（その驚〉　（大野博教訳）

4・，

鋤さ駕麟翻ヂ鷺…納“）麟ミ蕪（径数、履胡．器）と解藩漁線（ヂき雛赴を一致藩蘭る，，受、嫡

　　　融麟属疏，黎罵Q．驚×捻．葺圃妻．3雛撫美

と欺榛、，

銑　再び筆解薯綿i麟乏購紙葡磯麟熱叢のせ鐸襲，・鼠を滋る残罵c醐紘獄嶺縫ii線から繊瀦岱を
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準鎚　（簸／慈毒馨　糖暮　穆う

　導．　》馨めるイ藏1洩雛季蒙峯凱、凱亀）

　　　　　愚，ξ罫、護、、燃鞭ノ哉／愚継轟×9。3ノ箋．黛§灘償㌘．鷺

　　　　　／累璽整εぎ・～£〔，磐ノ～ギ1一ノ触要£影・註毒ご∫盤嚢．3十3㌘．2鎌蟹1．き齢

と汚凱難｝．、

　第慧層の比抵抗ガ1未知であるならば・こ為の等摘の原理によって・級の値は異なぐジぐも積篤

灘撫愚が近似的に等しいならば，ほとんど嗣じV峯薦曲繕箋が得られるために，解釈はすこぶ蕎

厄介な鰐とになる。

　第190図に紹介されたノ讐グラムは鎚が乗知であ難）とき要　蔓型i．ll／線の解釈において，生ず

るであろう誤蓋の範囲を決定するのに役立つ。

　かくで，たと磯而ば’ラ　V鷺S角華馨聾癒楽馨力竃謬馨媛謝／態牽犠αゼ、蟻灘1／1駕　触訟ヂ1と鷲i韮なると噂周オ駕，ぎま，

、儀は○．薦器からO．醗7までの鑓繍（素片茎縛）で変動し・得燈．そじて，鞠は竃，3からO、覆まで

変甕ねまび、霧・る。

　こう更』ぐ，　、梅がi恥禽醇）ときには，与えら淑、た場合に、穐麟董／麟，　鞭灘／なる理論1撫線を利

用し、たとすれ1ま，、臨と梅との決竃に相嘱の誤藻を生じ得るこ、とは容易に理解されるであろう、，

この誤整は擁の減少、とともにあるいは施の増大ととも鉱大きくなる、このことを受型曲線解

釈において念頭におかなけれ／ず癒らない。　　　　　　／以下、、／韓鹸鹸6巻第捻号に〆一》づく）

鈴一一（縦）




